
　
愛
知
県
・
私
立
杜
若
高
校
は
、
国
公

立
大
学
を
始
め
と
す
る
難
関
大
学
へ

の
進
学
を
目
指
す
文
理
コ
ー
ス
、
部

活
動
や
自
身
の
興
味
・
関
心
の
あ
る

活
動
に
も
力
を
入
れ
な
が
ら
、
大
学
な

ど
へ
の
進
学
を
目
指
す
特
進
コ
ー
ス
、

そ
し
て
、
探
究
的
な
学
び
を
通
し
て
、

自
分
に
合
っ
た
進
路
を
追
究
し
て
い

く
創
造
コ
ー
ス
の
３
コ
ー
ス
を
設
置
。

２
０
２
１
年
度
は
、
創
造
コ
ー
ス
が
３

学
年
と
も
、
文
理
コ
ー
ス
、
特
進
コ
ー

ス
で
は
１・２
学
年
で
、「
１
人
１
台
端

末
」
を
活
用
し
て
い
る
。

　
最
も
早
く
「
１
人
１
台
端
末
」
を
整

備
し
た
創
造
コ
ー
ス
で
は
、
探
究
学
習

を
中
心
に
、「Classi

」（
＊
１
）を
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
積
極

的
に
活
用
し
て
き
た
。
例
え
ば
、
生
徒

が
仮
想
の
市
役
所
の
職
員
と
な
り
、
地

元
・
豊
田
市
を
よ
り
よ
く
し
て
い
く
た

め
に
、
教
育
、
福
祉
、
ま
ち
づ
く
り
な

ど
の
課
題
に
つ
い
て
改
善
点
を
提
案
す

る
「
バ
ー
チ
ャ
ル
市
役
所
」
で
は
、
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
や
校
外
の
社
会
人
と
の

連
絡
な
ど
で
端
末
を
活
用
し
て
き
た
。

　
創
造
コ
ー
ス
の
教
科
の
授
業
に
お
け

る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
は
、
家
庭
学
習
課
題
の

配
信
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。
創
造
コ
ー

ス
の
前
身
で
あ
る
総
合
コ
ー
ス
に
は
、

学
力
や
希
望
進
路
が
多
様
な
生
徒
が
集

ま
っ
て
お
り
、学
習
習
慣
が
未
定
着
で
、

課
題
な
ど
の
配
布
物
の
管
理
が
苦
手
な

生
徒
も
い
た
た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
用
い
て

課
題
の
配
信
や
提
出
の
管
理
を
す
る
こ

と
で
、
生
徒
の
学
習
を
支
援
し
た
。
さ

ら
に
、
朝
学
習
の
時
間
に
ウ
ェ
ブ
テ
ス

ト
に
取
り
組
ま
せ
る
な
ど
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

利
便
性
を
生
か
し
て
き
た
が
、
そ
う
し

た
歩
み
に
つ
い
て
、
創
造
コ
ー
ス
部
長

の
廣
藤
浩
先
生
は
、「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
可
能

性
を
生
か
し
き
れ
て
は
い
な
か
っ
た
」

と
振
り
返
る
。

　「
私
自
身
、
授
業
で
も
早
く
か
ら
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
い
ま
し
た
が
、
授
業

中
に
板
書
を
す
る
代
わ
り
に
、
あ
ら
か

じ
め
作
成
し
た
ス
ラ
イ
ド
を
投
影
す
る

く
ら
い
で
し
た
。
板
書
に
充
て
る
時
間

が
少
な
く
な
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
は
あ

り
ま
し
た
が
、
授
業
の
本
質
的
な
改
善

に
結
び
つ
い
て
い
る
と
い
う
実
感
は
乏

し
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
」

　
転
機
と
な
っ
た
の
は
、
タ
ッ
チ
ペ
ン

＊1　株式会社ベネッセホールディングスとソフトバンク株式会社の合弁会社であるClassi株式会社が提供する、学校教育での ICT活用を総合的に支援するサービス。

「論語」の授業では、孔子や高弟の人物像に迫るとともに、
彼らの言葉は現代の「つぶやき」という設定で、生徒は「つ
ぶやき」にコメントを返したり、「いいね」と評価したりした。

ICT環境	 学習者用端末：iPad（セルラーモデル）、
	 ApplePencil
	 その他のICT機器：プロジェクター

答えが１つではない問いを投げかけ、
生徒間の「共有」を活性化させる

愛知県・私立杜
と

若
じゃく

高校
愛知県・私立杜若高校では、２０１６年に

生徒１人につき１台の端末（以下、「１人１台端末」）を整備して以来、
授業や探究学習など、様々な教育活動で活用している。
同校でのＩＣＴの活用はどのように進化してきたのか、

3人の教師に話を聞いた。

課
題
配
信
ツ
ー
ル
か
ら

考
え
の
共
有
ツ
ー
ル
へ
と
進
化

Ｉ
Ｃ
Ｔ
整
備
の
背
景
・
目
的

Pick Up!
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教科の授業での「１人１台端末」活用例

が
利
用
可
能
な
端
末
に
切
り
替
え
た
こ

と
だ
。
そ
れ
ま
で
授
業
中
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活

用
は
、
教
材
や
資
料
の
投
影
・
配
信
が

中
心
だ
っ
た
が
、
ペ
ン
入
力
に
よ
り
表

現
が
多
様
に
な
り
、
生
徒
の
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
主
目
的
に

な
っ
た
。

　「『
１
人
１
台
端
末
』
と
い
う
環
境
を

生
か
し
て
、
一
人
ひ
と
り
の
生
徒
が
多

様
な
意
見
や
価
値
観
を
発
信
し
、
そ
れ

を
教
室
の
中
で
共
有
す
る
授
業
へ
と
転

換
し
て
い
き
ま
し
た
」（
廣
藤
先
生
）

　
廣
藤
先
生
は
、
自
身
の
国
語
の
授
業

を
常
に
オ
ー
プ
ン
に
し
て
、
他
の
教
師

に
見
学
し
て
も
ら
い
、「
配
信
ド
リ
ル

に
取
り
組
ま
せ
る
だ
け
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

授
業
で
は
な
く
Ｉ
Ｔ
授
業
」
と
訴
え
て

い
っ
た
。
家
庭
科
の
及お

よ

部べ

美
沙
希
先
生

は
、「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
ポ
イ
ン
ト
は
Ｃ
、

つ
ま
り
、
生
徒
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
で
あ
り
、
意
見
の
共
有
な
の
だ

と
、廣
藤
先
生
の
言
葉
で
気
が
つ
い
た
」

と
振
り
返
る
。

　「
こ
れ
ま
で
の
授
業
で
は
、
生
徒
た

ち
は
ノ
ー
ト
や
プ
リ
ン
ト
に
大
切
な
こ

と
を
ま
と
め
て
も
、
時
間
の
関
係
で
、

教
師
が
指
名
し
た
ご
く
少
数
の
生
徒
が

発
表
を
す
る
だ
け
で
終
わ
っ
て
し
ま
う

こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

『
１
人
１
台
端
末
』
を
使
え
ば
、
す
べ
て

の
生
徒
の
考
え
を
即
座
に
共
有
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
教
師
か
ら
指
名
さ
れ

創
造
コ
ー
ス
副
部
長

及
部
美
沙
希　

お
よ
べ
・
み
さ
き

教
職
歴
４
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
４
年
目
。
家
庭
科
。

創
造
コ
ー
ス
部
長

廣
藤
　浩　

ひ
ろ
ふ
じ
・
ひ
ろ
し

教
職
歴
32
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
32
年
目
。
国
語
科
。

香
川
真
以　

か
が
わ
・
ま
い

教
職
歴
３
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
３
年
目
。地
理
歴
史・公
民
科
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

重
視
し
た
授
業
展
開
を
追
究

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
推
進
ポ
イ
ン
ト

　音声や動画を使って、
作品をどのように解釈したのかを表現

Twitter形式で「論語」についての
意見や感想を共有

現代文で、絵や写真に文章を添えて登場人物の心情など
を表す「絵コンテづくり」。廣藤先生が長年取り組んでき
た活動だが、ＩＣＴを活用するようになって、絵や写真だ
けでなく、音声や動画を盛り込めるようになった。生徒は、
多彩な表現手段を有したことで、作品についての解釈を、
より豊かに他者に伝えることができるようになった。

１年生の国語の授業で「論語」を扱った際、孔子やその
高弟の言行をTwitter 形式で表示。生徒は自分の意見や感
想を「Classi」上に投稿し、生徒同士で共有した。「論語」
という、生徒にとってはなじみが薄い古典を、それぞれの
生徒が親しみを感じながら解釈し、クラス全体で鑑賞を楽
しんでいくことを目指した取り組みだ。

設
立
　
１
９
７
６
（
昭
和
51
）
年

形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

生
徒
数
　
１
学
年
約
２
４
０
人

２
０
２
１
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）　
国
公

立
大
は
、
金
沢
大
、
山
梨
大
、
信
州
大
、
愛
知
教
育

大
、名
古
屋
工
業
大
な
ど
に
20
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、

青
山
学
院
大
、
同
志
社
大
、
立
命
館
大
、
関
西
学
院

大
な
ど
に
延
べ
２
６
２
人
が
合
格
。

学
校
概
要
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て
発
表
す
る
の
が
苦
手
な
生
徒
は
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
端
末
を
介
せ
ば
、

自
分
の
意
見
を
他
者
に
伝
え
る
こ
と
に

は
抵
抗
感
が
な
い
と
い
う
生
徒
も
多
く
、

む
し
ろ
そ
う
し
た
方
法
で
あ
れ
ば
、
自

分
の
考
え
を
発
表
す
る
の
は
う
れ
し
い

と
思
っ
て
い
る
こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。

廣
藤
先
生
の
『
論
語tweet

』
の
実
践

な
ど
を
参
考
に
、
生
徒
が
気
軽
に
自
分

の
意
見
を
発
信
し
、そ
れ
を
互
い
に
『
い

い
ね
』
と
評
価
し
合
え
る
よ
う
な
授
業

を
つ
く
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
し
た
」

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
よ
り

異
質
で
、
多
様
な
意
見
を
生
徒
が
思
い

切
っ
て
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
し
や
す
く
な
る

と
考
え
た
の
は
、
香
川
真ま

以い

先
生
だ
。

　「
授
業
の
焦
点
を
意
見
の
共
有
に
置

い
た
こ
と
で
、
答
え
が
１
つ
で
は
な
い

問
い
を
厳
選
し
た
い
と
一
層
考
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
先
日
は
、
豊
田
市

の
交
通
事
情
を
調
べ
る
こ
と
で
、
地
理

的
な
距
離
で
は
な
く
、
移
動
時
間
で
日

本
地
図
を
描
き
直
す
と
い
う
授
業
に
挑

戦
し
ま
し
た
。
描
き
直
し
た
地
図
は
、

『Classi note

』（
＊
２
）
で
、
生
徒
同

士
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
単

に
記
憶
し
た
だ
け
の
知
識
で
は
対
処
で

き
な
い
課
題
で
あ
り
、
描
き
直
す
過
程

も
『Classi note

』
上
で
確
認
で
き
る

の
で
、
生
徒
た
ち
は
ク
ラ
ス
の
ほ
か
の

人
の
答
え
を
興
味
深
そ
う
に
見
て
、
そ

れ
を
自
分
の
答
え
に
反
映
さ
せ
、
よ
り

よ
い
解
答
を
つ
く
っ
て
い
ま
し
た
」

　
香
川
先
生
の
授
業
で
は
、
正
解
が
１

つ
し
か
な
い
穴
埋
め
問
題
を
配
信
す
る

こ
と
が
減
り
、
そ
の
代
わ
り
に
、
生
徒

同
士
の
話
し
合
い
に
必
要
な
資
料
を
配

信
す
る
こ
と
が
増
え
た
と
い
う
。

　「
共
有
」
を
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
主
目
的

に
据
え
た
こ
と
で
、
授
業
の
中
で
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
の
使
い
方
で
大
き
く
変
わ
っ
た
こ

と
が
あ
る
と
、
及
部
先
生
は
語
る
。

　「
以
前
は
、
授
業
の
ポ
イ
ン
ト
を
ま

と
め
た
投
影
資
料
の
配
信
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

活
用
す
る
こ
と
が
少
な
く
な
か
っ
た
の

で
す
が
、
最
近
は
、
授
業
の
標
題
や
教

師
か
ら
の
問
い
だ
け
を
記
載
し
た
状
態

で
配
信
し
、
生
徒
に
タ
ッ
チ
ペ
ン
を

使
っ
て
書
き
込
ま
せ
る
授
業
を
増
や
し

て
い
ま
す
（
Ｐ
．14
図
）」

　
そ
の
日
の
授
業
で
習
得
す
べ
き
内
容

を
生
徒
が
押
さ
え
て
い
れ
ば
、
同
じ
授

業
内
容
で
も
何
が
深
く
心
に
残
る
か

＊ 2　Classi の連携サービス。生徒のアウトプットや協働学習を、リアルタイムで先生・生徒間で確認できる授業支援ツール。

他
者
の
考
え
を
知
る
た
め
の

素
材
を
端
末
で
共
有
す
る

端末を使って、
ジグソー法をさらに活性化

社会問題の解決のアイデアなど、
多様な意見を共有する

２年生の地理では、世界地図の様々な図法を学ぶ際に、ジ
グソー法の手法を取り入れた。生徒は端末を使って、自分
が担当する投影法についてまとめ、グループの中で発表し
た。大勢の前で発表するのが苦手な生徒も、端末を介する
ことで発表がしやすくなった。授業は、グループでの意思
疎通を活性化させた上で、「新しい地図の発明」へと、さ
らに協働的な内容に進んだ。

家庭科の授業では、自分の意見や気づきを、生徒が端末を
使って１枚のスライドにまとめ、「Classi」に投稿して共
有する時間を設けている。特に、社会問題を解決するため
に自分にできることは何かといったような、単元で学んだ
ことを踏まえて提案する新しいアイデアなど、生徒によっ
て答えが多様になるテーマについては、自由に考えを書か
せて、授業中に「Classi」上で共有するようにしている。
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は
、
ク
ラ
ス
や
生
徒
に
よ
っ
て
違
っ
て

い
て
も
よ
い
と
、廣
藤
先
生
は
考
え
る
。

　「
国
語
の
授
業
で
も
、
教
師
の
発
問

に
対
す
る
生
徒
の
意
見
を
ク
ラ
ス
全
体

で
共
有
し
な
が
ら
授
業
を
進
め
る
と
、

生
徒
の
授
業
へ
の
集
中
力
は
高
ま
り
ま

す
。
そ
の
一
方
で
、
教
師
が
模
範
解
答

を
提
示
し
、
ポ
イ
ン
ト
を
整
理
し
て
説

明
す
る
授
業
と
は
違
っ
て
、
ク
ラ
ス
に

よ
っ
て
授
業
が
盛
り
上
が
る
ポ
イ
ン
ト

は
異
な
り
ま
す
。
私
は
そ
れ
で
よ
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
生
徒
か
ら
出
て
こ
な

か
っ
た
事
項
や
観
点
が
あ
れ
ば
、
教
師

が
補
足
す
れ
ば
よ
い
の
で
す
」

　
及
部
先
生
は
、「『
１
人
１
台
端
末
』

に
よ
っ
て
、
教
室
の
中
の
生
徒
同
士
が

つ
な
が
り
、互
い
に『
ほ
か
の
人
の
学
び
』

を
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
語
る
。

　「
生
徒
が
『Classi

』
上
で
共
有
し
た

様
々
な
考
え
や
意
見
を
、
教
室
の
モ
ニ

タ
ー
に
表
示
し
て
お
け
ば
、
生
徒
は
モ

ニ
タ
ー
を
通
し
て
、
好
き
な
時
に
仲
間

か
ら
気
づ
き
や
ヒ
ン
ト
を
も
ら
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。『
１
人
１
台
端
末
』
に

よ
っ
て
、
学
び
に
お
け
る
発
信
と
受
信

が
主
体
的
に
行
え
る
授
業
で
は
、
生
徒

た
ち
は
学
び
合
う
喜
び
を
こ
れ
ま
で
以

上
に
味
わ
え
る
と
思
い
ま
す
。
正
解
は

教
科
書
や
教
師
が
教
え
て
も
よ
い
で
す

が
、
視
野
を
広
げ
た
り
、
思
考
を
深
め

た
り
す
る
き
っ
か
け
は
、
同
じ
教
室
の

仲
間
か
ら
、
で
き
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
席

も
離
れ
て
い
て
、
あ
ま
り
親
し
く
し
て

こ
な
か
っ
た
仲
間
か
ら
も
ら
っ
た
方

が
、価
値
が
大
き
い
よ
う
に
思
い
ま
す
」

　
授
業
中
の
「
共
有
」
に
力
を
入
れ
始

め
た
こ
と
で
、
授
業
の
課
題
も
見
え
て

き
た
と
、
香
川
先
生
は
話
す
。

　「
せ
っ
か
く
生
徒
同
士
の
共
有
の
機

会
が
増
え
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
生
徒

同
士
で
の
評
価
の
機
会
も
も
っ
と
充
実

さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、

自
分
で
は
気
づ
け
な
い
自
分
の
よ
か
っ

た
点
を
、
生
徒
が
互
い
に
発
見
し
、
次

の
学
び
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な
げ

ら
れ
る
仕
か
け
を
つ
く
り
た
い
で
す
。

『
よ
い
気
づ
き
だ
ね
！
』
と
い
っ
た
言

葉
も
、
教
師
か
ら
と
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
か

ら
と
で
は
、
言
わ
れ
た
時
の
喜
び
の
質

が
違
う
と
思
い
ま
す
し
、
生
徒
に
は
ど

ち
ら
も
必
要
で
す
」

　
ま
た
、「
１
人
１
台
端
末
」
だ
か
ら
こ

そ
、
学
び
の
過
程
で
の
多
様
な
評
価
が

可
能
に
な
る
と
、
及
部
先
生
は
考
え
る
。

　「
こ
れ
ま
で
の
調
理
実
習
で
は
、
グ

ル
ー
プ
で
完
成
さ
せ
た
料
理
が
評
価
の

対
象
で
し
た
。
し
か
し
、
端
末
を
使
っ

て
、
調
理
の
各
工
程
を
写
真
に
残
す
な

ど
す
れ
ば
、
工
程
の
一
つ
ひ
と
つ
や
各

工
程
を
担
当
し
た
生
徒
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
評
価
の
対
象
と
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
思
い
ま
す
」

　「
１
人
１
台
端
末
」
の
学
習
で
は
、
Ａ

Ｉ
に
よ
る
個
別
最
適
化
さ
れ
た
教
材
の

提
供
な
ど
も
進
み
、
生
徒
に
よ
っ
て
学

習
のペ
ー
ス
や
理
解
の
深
さ
が
さ
ら
に
多

様
に
な
る
と
、
廣
藤
先
生
は
指
摘
す
る
。

　「
端
末
を
使
う
こ
と
で
意
欲
が
高

ま
っ
た
生
徒
は
、
高
校
の
学
習
範
囲
を

も
超
え
、
自
分
が
望
む
学
習
に
取
り
組

み
や
す
く
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
生

徒
の
主
体
的
な
学
び
を
見
取
る
力
も
教

師
に
は
求
め
ら
れ
ま
す
。
評
価
と
い
う

営
み
は
、
教
師
に
と
っ
て
今
後
ま
す
ま

す
奥
深
い
も
の
に
な
る
と
思
い
ま
す
」

授業を大切にしたくなる投影資料の工夫図

ＩＣＴを授業に
活用し始めた頃今では……

今日の授業のポイント
•フードマイレージとは　
　　　　の　　　　　　距
離という意味である

•　　　　　　に伴って
　　　　　　　が発生する
点で環境に影響を……

今日の授業のポイント
•フードマイレージとは
　何か

•何が問題なのか

❶

❷

❷

❸

学
習
の
ペ
ー
ス
や
理
解
の
深
さ
が

ま
す
ま
す
多
様
に

展
望
と
課
題

以前は、その日の授業のポイントを空欄にしたものを、生徒に解説
資料として示し、授業後に空欄を埋めた形で生徒に配布していたが、
「授業後に資料を見ればよい」と考え、授業に集中しない生徒が見ら
れた。そこで、答えが１つの空欄補充ではなく、様々な答えが考え
られる問いを投げかけ、考えたことを生徒自身にまとめさせるよう
にしたところ、生徒は授業への集中力を落とさなくなった。

※学校への取材を基に編集部で作成。

14 高校版  2022 February

空欄を埋めたプリントが後
で配られるから、それを
見れば授業に集中しなく
ても大丈夫！

問いがあるだけで、答え
は自分で書かなければ
いけない！ 授業に集中
しなくちゃ！
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